
19 － 17
20 － 12
14 － 16
16 － 18
－

審判 主審 副審

本丸 筑紫野
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 12 2 2 2 0 4 ＊ (C) 14 4 1 0 1

5 ＊ 16 3 3 1 1 5 ＊ 22 4 4 2 1

6 ＊ 32 0 15 2 3 6 ＊ 10 0 4 2 1

7 - - - - - 7 ＊ 11 1 4 0 2

8 ＊ 9 1 2 2 2 8 - - - - -

9 - - - - - 9 - - - - -

10 - - - - - 10 - - - - -

11 - - - - - 11 - - - - -

12 - - - - - 12 ＊ 6 0 3 0 2

13 - - - - - 13 0 0 0 0 1

14 - - - - - 14 - - - - -

15 - - - - - 15 - - - - -

16 - - - - - 16 - - - - -

17 ＊ 0 0 0 0 2 17 - - - - -

18 - - - - - 18 - - - - -

69 6 22 7 8 63 9 16 4 8

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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本丸 69
○

３日目 男子決勝

結
果 (福　岡)●

3GM4
期 日
試合区分

会 場 広島県立総合体育館

　男子決勝は２年ぶりの優勝を狙う本丸対、準決勝を接戦で勝ち上がり勢いに乗り初優勝を狙う筑紫野の対戦となった。１Q立ち
上がり、本丸はハーフコートのマンツーマンDef、筑紫野は２－３ゾーンDefでスタート。本丸は＃５の３P、＃６のシュートで得点を
決めるが、筑紫野も＃５が連続得点を入れるなど、序盤はお互いに点を取り合う。その後も、本丸は＃５の外角シュート、＃６の
ゴール下と得点を重ねる。筑紫野も＃７の３P、＃１２のジャンプシュートで応戦し、１Q本丸１９－１７筑紫野で終了。２Qに入り、本
丸は速いパス回しから＃６のシュート、＃４の３Pなどで４分過ぎに１０点差をつけた。筑紫野はOffのリズムがなかなかつかめず
得点のない時間帯が続いたが、残り１分を切り、＃４の３P、＃５がシュートをきめて追いすがり、本丸３９－２９筑紫野で終了。
     ３Q、両チームの特徴を出し、筑紫野は速攻から＃６が連続６得点をいれる。しかし本丸も落ち着いたパス回しから、＃８、＃６
のジャンプシュートを決めるなど、一進一退の攻防が続く。終盤にかけて筑紫野は、＃６、＃７のドライブからの得点で５点差まで
詰めるも、残り１５秒、本丸＃６のバスケットカウントで８点差となり、３Q終了。４Q、筑紫野はDefをオールコートプレスに変え、＃
５、＃４の連続３Pを決め、３分３０秒経過したところで３点差まで詰め寄る。対する本丸は、＃６のゴール下の得点で応戦する。筑
紫野は残り１分をきったところで、＃５が連続３Pを決め、追いすがるも届かず本丸６９－６３筑紫野で本丸が２年ぶり２回目の優勝
をかざった。最後までコートを走り回りバスケットの醍醐味を味わわせてくれた。両チームに拍手を送りたい。
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